
　
私
は
二
十
歳
の
頃
か
ら
庭
師
を
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
入
会
し
て
か
ら
も
も
っ
ぱ

ら
園
芸
一
般
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
来
て
、

早
い
も
の
で
十
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　
春
に
な
る
と
年
間
の
仕
事
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
ず
、
雪
が
溶
け
る
と
囲
い
外
し
、

そ
れ
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
剪
定
で
、
お

客
さ
ん
の
家
を
順
番
に
回
り
ま
す
。
こ
れ

も
、
春
の
う
ち
は
ま
だ
良
い
の
で
す
が
、

年
々
厳
し
さ
を
増
す
猛
暑
の
中
で
の
作
業

は
体
力
的
に
き
つ
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
様
に
、
季
節
に
応
じ
て
日
々
仕
事

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
が
終
わ

っ
て
、
お
客
さ
ん
か
ら
出
来
栄
え
を
褒
め

ら
れ
た
り
、「
暑
い
と
こ
ろ
大
変
だ
っ
た

の
」
な
ど
と
温
か
い
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る

と
、
途
端
に
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
。

　
色
々
な
経
験
を
積
ん
だ
会
員
が
集
ま
っ

て
作
業
を
し
て
い
る
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
良
く
す
る
こ
と
に
一
番
気
を
付
け
て

い
ま
す
。
お
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
な
が

ら
も
、
そ
こ
は
仕
事
で
す
か
ら
注
意
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
安
全
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
庭
木
で
何
が
好
き
か
と
聞
か
れ
ま
す
が
、

私
は
松
な
ど
よ
り
、
む
し
ろ
仕
立
て
方
を

工
夫
し
て
、
年
毎
に
作
り
上
げ
て
行
く
楽

し
み
が
あ
る
雑
木
が
好
み
で
す
。

雑
木
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く

緑
町
　
玉
木
　
　
廣

縄の取り方が難しい縄の取り方が難しい

根気良く結束根気良く結束 雪吊りの出来上がり雪吊りの出来上がり どこに結ぶかどこに結ぶか
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Ｑ１．就業して　　　いる方は仕事の内容を記載して下さい。
Ｑ２．私の宝物　　　○○、これだけは捨てられない。
　　　その理由　　　を記載して下さい。
Ｑ３．可能であ　　　れば、これを機会に△△は止めたい。
　　　その△△　　　を記載して下さい。
Ｑ４．▲▲は苦　　　労して手に入れたが、今では使わなくなり、
　　　処分しよ　　　うか迷っている。その▲▲を記載して下さい。
Ｑ５．断捨離を　　　して、どのように自分が変わるかイメージして
　　　ください。

　断捨離はヨガの思想から来ています。不要なものを断ち、それらを捨て、
モノへの執着から離れること目指します。人間を何十年もやって来た皆さん
のそれぞれの断捨離はどのようなものでしょうか？

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
十
二
支
で
い
え
ば
丑
年
で
す
。

私
が
小
学
校
に
入
る
頃
は
、
あ
ち
こ
ち
の

農
家
で
田
起
こ
し
や
、
乾
燥
し
た
稲
を
自

分
の
蔵
に
運
び
脱
穀
す
る
た
め
の
荷
馬
車

運
搬
に
と
、
重
宝
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
き
み
ま
ろ
流
に
言
え
ば
あ
れ
か
ら
四
十

年
。
し
か
し
、
は
る
か
に
過
ぎ
た
六
十
年

の
月
日
が
流
れ
、
今
は
牛
を
見
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

酒田市住民基本台帳人口と世帯数
令和２年11月30日現在

項　　　目 男 女 計 構成比
人口総数 47,762 52,459 100,221 －
幼年人口
（０歳から14歳） 5,267 5,084 10,351 10.3

生産年齢人口
（15歳から64歳） 27,298 26,533 53,831 53.7

老齢人口
（65歳以上） 15,197 20,842 36,039 36.0

世帯数 － － 42,361 －
　備考：単位は人・世帯・パーセント

力
強
く 

一
歩
一
歩 

歩
も
う

理
事
長
　
土
　
井
　
一
　
郎

理
事
長
ご
あ
い
さ
つ

　
当
時
は
鈍
重
と
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
力
強
く
一
歩
一

歩
歩
む
姿
こ
そ
誠
実
で
、
大
き
な
夢
に
到

達
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
た
動
物
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
職
員
に
対
し
挨
拶
を

述
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
酒
田
市
の

人
口
状
況
を
話
し
ま
し
た
。
一
言
で
い
う

と
、
働
く
世
代
五
人
に
、
ひ
と
り
若
い
子

供
が
、
残
り
四
人
に
六
十
五
歳
以
上
の
シ

ル
バ
ー
世
代
の
人
が
お
ぶ
さ
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
福
祉
予
算
も
大
き
な
額
に
上
っ

て
い
ま
す
。
大
変
な
時
代
が
来
た
と
言
う

人
も
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
こ
と
を
丸
呑

み
し
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
会
員
の
対
象
者
は
六
十
歳
以

上
と
な
り
ま
す
の
で
、
実
に
四
割
以
上
市

民
四
万
人
も
我
々
会
員
の
対
象
者
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
逆
に
大
き
な
フ
ィ

ー
ル
ド
に
立
ち
、
ど
う
調
理
す
る
。
お
点

前
拝
見
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

だ
け
我
々
に
対
し
、
頑
張
れ
と
エ
ー
ル
が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
相
応
の
振
る
舞
い
は
あ
り
ま
す
が
、

逆
か
ら
言
え
ば
ま
だ
ま
だ
私
た
ち
は
働
け

ま
す
。
培
っ
た
知
識
経
験
を
後
世
に
つ
な

ぐ
よ
う
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
が
必
要
で

す
？
（
強
制
は
致
し
ま
せ
ん
）
我
々
の
持

つ
後
世
へ
と
時
代
を
つ
な
ぐ
知
識
経
験
は
、

こ
の
ま
ま
朽
ち
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
、
国

や
県
・
市
か
ら
も
政
策
面
か
ら
後
押
し
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
、

子
供
や
孫
の
た
め
後
世
日
本
の
た
め
に
、

私
も
含
め
知
恵
を
出
し
力
を
出
し
、
汗
を

か
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
幸

せ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
結
び
に
な

り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で

あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様

は
じ
め
、
ご

家
族
皆
々
様

の
一
年
の
ご

多
幸
、
ご
健

康
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま

す
。

私 設
問のの断捨離断捨離

小林　峯子（幸町）
１．手取り除草
２．子供の形見
　　（指輪とネックレス）
３．
４．ここ二～三年で処分
５．シルバーの仕事に幸せを
　　感じる

高橋　範子（新橋）
１．
２．自作の絵、母の手袋と着物
３．子供に迷惑掛けない様処分
４．
５．自分が生きていた証を残す

阿部恵知子（大宮町）
１．琢成緑地の清掃
２．母が編んだセーター
３．自分のものは捨てます
４．大きい物は友達に上げます
５．死ぬまえにキレイにしたい

荘司眞理子（千石町）
１．学童保育補助
２．ＣＤ、レコード
　　死ぬまで聴きたい
３．なし
４．高齢者二人では運べない大物。
　　夫の協力が欲しい
５．毎日が心豊かになると思う

前田　真弓（砂越）
１．老人保健施設内で洗濯業務
２．我が子二人の成長記録（アルバム、成績表、絵など）
３．なし
４．アルバイトをして買った大好きな漫画家の本
５．取捨選択後の精神的な余裕

斎藤　照子（日の出町）
１．介護補助
２．10数年前の最後に使った
　　バレーボールシューズ
３．なし
４．装飾品、和服、バッグ類
５．前向きに働いている自分

軽部　芳和（浜中）
１．アメシロ（期間限定）
２．特になし
３．過去の仕事関係者の電話帳削除
４．中学生時代の記念切手
５．自分個人の物は断捨離済み。
　　家族共用の物の断捨離が困難

五十嵐富夫（住吉町）
１．施設管理人
２．“柳行李”
　　戦争帰り父母の唯一の財産
３．見ていないＤＶＤ千枚
４．一度も使っていない融雪機
５．断捨離に決心がつかない

渡邉佐喜子（大町）
１．酒田市美術館の見守り業務
２．気に入っている物は何年でも着たり使ったりしている
３．若い時と比べると購入意欲もなくなってきて別にない
４．使っていないお皿やお茶碗
５．気持ち良く生活できるのでは

柴田　道雄（東大町）
１．庭木の剪定、伐採、冬囲い
２．剪定鋏、鋸、脚立、梯子
　　自分の思いが詰まっている
３．今は止めるつもりはない
４．新築記念に求めたカラオケは処分出来ない
５．長い付き合いのお客さんが自分の名前を忘れた姿をみて、
　　自分も同じようになったらつらい

高橋　富男（若浜町）
１．手取除草、剪定作業
２．本間焼　赤楽、黒楽
　　池田退輔先生の遺作品の数々
３．
４．50年も使用した大工道具
５．

山本由木子（東泉町）
１．していない
２．医者通いしているので
　　診察券、保険証
３．
４．食器類
５．せいせいするかも
　　しれません

後藤　直子（新橋）
１．介護補助
２．訪問着と帯
　　高級な物で２度しか
　　着ていないので
３．衝動買い
　　（ストレス買い）
４．洋服類
５．スッキリし、
　　楽になると思う
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酒
田
今
昔
「

幻
の
酒
田
縣
の
巻
」

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
の
会
報
の
編
集
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、
年
間
計
画
さ
れ
て
い
た
諸
行
事
が
軒

並
み
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
、
当
初
予
定
し
て
い
た
企
画
も
ボ
ツ
の
憂
き
目
に
会
い
ま
し
た
。

　
窮
余
の
一
策
と
し
て
、
皆
さ
ん
が
酒
田
縣
？
と
首
を
傾
げ
る
歴
史
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
の
痕
跡
を
探
し
求
め
て
、
慣
れ
な
い
文
献
を
読
み
込
み
、
現
地
を
踏
査
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
光
丘
文
庫
田
村
真
一
氏
よ
り
懇
切
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

参
考
文
献
「
山
形
県
史
４
」「
図
説
山
形
県
史
」「
ジ
ュ
ニ
ア
版
酒
田
の
歴
史
」「
新
編
庄
内
人
名
辞
典
」「
酒

田
よ
も
や
ま
話
」「
郷
土
館
だ
よ
り
」
他

　
ま
ぼ
ろ
し
の
「
酒
田
縣
」
概
説

　
慶
応
四
年
九
月
八
日
、
元
号
は
明
治
と
改
元

さ
れ
、
戊
辰
戦
争
に
勝
利
し
庄
内
に
進
駐
し
た

新
政
府
軍
は
九
月
二
十
九
日
亀
ケ
崎
城
を
接
収

し
、
酒
田
民
生
局
と
軍
務
官
を
お
い
た
。
占
領

さ
れ
た
の
は
、
酒
田
町
、
川
北
一
円
、
田
川
郡

の
一
部
と
旧
幕
府
領
で
あ
っ
た
。
明
治
二
年
七

月
二
十
日
政
府
直
轄
縣
と
し
て
第
一
次
酒
田
縣

（
以
下
、
県
と
表
記
）
が
設
置
さ
れ
、
民
生
局
に

よ
る
軍
政
は
終
わ
っ
た
。

　
さ
ら
に
明
治
四
年
十
一
月
二
日
山
形
県
酒
田

出
張
所
と
松
嶺
・
大
泉
県
を
併
合
し
て
、
第

二
次
酒
田
県
と
な
り
、
県
庁
を
旧
亀
ケ
崎
城
内

に
お
い
た
。
大
参
事
（
副
知
事
相
当
、
た
だ
し
、

県
知
事
は
置
か
な
い
の
で
、
実
質
的
に
知
事
）

以
下
、
県
政
の
要
職
の
過
半
数
を
旧
庄
内
藩
士

が
占
め
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
結
果
、
天
狗

騒
動
は
明
治
五
年
二
月
を
も
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。

「
恐
悦
々
々
、
百
万
石
よ
り
之
愉
快
ニ
御
座
候
」

と
い
う
有
り
様
で
あ
っ
た
。

　
沈
静
化
す
る
に
見
え
た
雑
税
廃
止
の
要
求
は
、

ワ
ッ
パ
騒
動
と
し
て
川
南
を
中
心
に
再
発
し
た
。

こ
の
騒
動
鎮
圧
の
た
め
、
政
府
は
鹿
児
島
藩
出

身
の
教
部
大
丞
三
島
通み
ち
つ
ね庸

を
兼
任
の
ま
ま
酒
田

県
令
と
し
て
送
り
こ
ん
だ
。
大
久
保
利
通
は
、

「
酒
田
事
件
は
現
今
の
一
大
紛ふ
ん
じ
ょ
う
擾
に
つ
き
、
慎
重

に
し
か
も
断
固
た
る
処
置
で
臨
む
べ
し
」
と
指

示
し
て
い
る
。
三
島
は
旧
幹
部
を
一
掃
す
る
な

ど
行
政
改
革
を
図
り
、
さ
ら
に
「
耳
目
の
一
新
」

を
図
る
た
め
、
明
治
八
年
八
月
、
県
庁
舎
を
鶴

岡
の
致
道
館
跡
に
移
し
て
酒
田
県
を
鶴
岡
県
と

改
称
し
た
。

　
明
治
九
年
八
月
二
十
一
日
、
全
国
的
な
県
の

統
廃
合
が
進
む
中
で
、
鶴
岡
県
、
山
形
県
、
置

賜
県
が
統
合
さ
れ
て
統
一
山
形
県
が
誕
生
し
、

そ
の
初
代
県
令
に
は
当
時
三
十
五
歳
の
三
島
通

庸
が
任
命
さ
れ
た
。
政
府
が
三
島
県
令
に
期
待

す
る
も
の
は
、
旧
庄
内
藩
士
族
が
西
郷
隆
盛
に

同
情
し
て
反
乱
に
至
る
動
き
の
未
然
防
止
で
あ

っ
た
。

　
統
一
山
形
県
（
第
三
次
山
形
県
）
は
、
鶴
岡

県
は
旧
庄
内
藩
（
十
四
万
石
）、
置
賜
県
は
旧

米
沢
藩
（
十
五
万
石
）
の
影
響
力
が
強
か
っ
た

の
と
比
べ
、
第
二
次
山
形
県
は
も
と
も
と
小
藩

の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
ず
、
早
く
か
ら
政
府
の
威

令
が
届
い
て
い
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
地
理
的
に

も
鶴
岡
と
米
沢
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
こ
と

が
選
考
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
時
の

府
県
統
廃
合
に
は

地
元
の
旧
士
族
が

県
官
を
独
占
す
る

県
を
廃
止
す
る
と

い
う
目
的
が
強
く
、

鶴
岡
県
の
廃
止
は

実
に
そ
の
意
に
か

な
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
　（
佐
藤
）

　
ワ
ッ
パ
騒
動

　
ワ
ッ
パ
騒
動
は
年
貢
の
石
代
納
問
題
か
ら
始

ま
っ
た
。
新
政
府
は
明
治
五
年
八
月
石
代
金
納

を
許
し
た
が
、
第
二
次
酒
田
県
は
こ
れ
を
農
民

に
知
ら
せ
ず
、
従
来
通
り
米
で
納
め
さ
せ
、
イ

ン
フ
レ
経
済
の
中
で
大
き
な
利
益
を
得
て
い
た
。

こ
れ
が
農
民
に
知
れ
渡
り
、
や
が
て
鶴
岡
、
田

川
の
村
々
か
ら
農
民
二
万
人
の
騒
動
へ
と
発
展

し
た
。
米
で
税
を
納
め
る
と
お
金
で
納
め
る
と

き
よ
り
も
色
々
な
費
用
を
取
ら
れ
て
二
、
三
倍

も
か
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
運
動
が
激
化
す
る
中
で
、
江
戸
期
以
来
の
増

税
廃
止
運
動
か
ら
村
役
人
の
不
正
追
及
に
ま
で

及
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の
県
の
不
正
取
り
立
て
は
、

ワ
ッ
パ
（
弁
当
箱
）
一
杯
に
も
当
た
る
こ
と
か

ら
、
ワ
ッ
パ
騒
動
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
明
治
七
年
酒
田
三
十
六
人
衆
の
一
家
の
森
藤

右
衛
門
が
農
民
の
代
言
人
と
し
て
立
ち
上
が
っ

た
。
騒
動
を
武
力
抗
争
か
ら
合
法
運
動
に
切
り

替
え
、
酒
田
県
の
旧
藩
体
制
の
実
情
を
司
法
裁

判
所
に
訴
え
、
元
老
院
に
建
白
書
を
提
出
し
た
。

紆
余
曲
折
を
経
て
、
事
件
の
最
終
判
決
は
明
治

十
一
年
六
月
に
下
さ
れ
た
。
結
局
は
三
島
県
令

の
顔
も
立
て
た
形
で
半
分
が
通
り
、
農
民
に
支

払
わ
れ
る
額
は
六
万
三
千
六
百
五
十
二
円
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
金
額
の
う
ち
六
十
四
％
は
県

に
寄
付
さ
せ
ら
れ
、
両
羽
橋
や
新
井
田
橋
（
め

が
ね
橋
）
建
設
資
金
と
学
校
資
金
と
し
て
天
引

き
さ
れ
た
。
実
際
、
農
民
の
手
に
渡
っ
た
過
納

返
還
金
は
三
十
四
％
に
過
ぎ
ず
、
ワ
ッ
パ
一
杯

分
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
が
、
部
分
的
と
は

い
え
、
農
民
側
が

勝
訴
と
な
っ
た
例

は
全
国
的
に
も
稀

な
例
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
出
来
事
は「
幻

の
酒
田
県
」
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
大

き
な
要
因
と
も
言

え
る
。
　（
小
林
）

　
森
藤
右
衛
門

　
森
藤
右
衛
門
は
、
天
保
十
三
年
酒
田
三
十
六

人
衆
に
入
る
旧
家
唐か
ら
に
や

仁
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
戊
辰
戦
争
で
は
酒
田
兵
一
番
隊
に
属
し

て
従
軍
し
て
い
る
。

　
庄
内
地
方
に
起
こ
っ
た
「
ワ
ッ
パ
騒
動
」
で

は
、
農
民
た
ち
の
武
力
に
よ
る
闘
争
を
戒
め
、

法
廷
で
の
言
論
闘
争
に
持
ち
込
み
、
建
白
書
の

提
出
や
訴
願
活
動
な
ど
、
合
法
的
な
運
動
で
県

官
の
非
を
認
め
る
判
決
を
中
央
政
府
か
ら
勝
ち

取
っ
た
。
西
の
板
垣
退
助
、
東
の
森
藤
右
衛
門

と
称
さ
れ
る
自
由
民
権
活
動
家
と
し
て
活
躍
し

た
が
、
活
動
に
私
費
を
投
じ
た
た
め
家
財
を
失

い
、
借
家
住
ま
い
と
な
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
地
元
で
は
「
家
を
つ
ぶ
し
た
、

無
学
文
盲
の
暴
れ
ん
坊
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

た
が
、
実
際
は
明
治
二
年
酒
田
民
生
局
が
天
正

寺
に
開
い
た
学
校「
学
而
館
」の
句く
と
う
し

読
師（
教
師
）

に
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
、
当
時
酒
田
き
っ
て
の
学

者
で
あ
り
、
知
識
人
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
県
下
最
初
の
政
党
で
あ
る
尽
性
社

結
成
や
両
羽
新
報
創
刊
な
ど
で
活
躍
し
た
が
、

明
治
十
八
年
九
月
十
六
日
県
会
議
員
在
任
中
に

山
形
で
客
死
。

享
年
四
十
四
。

　
明
治
二
十

四
年
自
由
党

の
板
垣
退
助
、

河
野
広
中
な

ど
が
大
信
寺

に
森
の
墓
参

を
し
た
折
、

顕
彰
碑
を
早

く
建
て
る
よ

う
進
言
し
た

が
、
実
現
し

た
の
は
百
二

十
一
年
後
の

平
成
二
十
四

年
九
月
で
あ

る
。

　（
三
丁
目
）

　
新
井
田
橋
（
め
が
ね
橋
）

　
現
在
の
旧
商
業
高
校
か
ら
東
高
校
へ
通
じ
る

新
井
田
橋
は
古
く
は
室
町
時
代
か
ら
架
け
ら
れ

て
い
た
木
の
橋
で
、
亀
ケ
崎
城
と
酒
田
町
を
つ

な
ぐ
唯
一
の
橋
だ
っ
た
。
そ
し
て
新
井
田
川
は

城
の
外
堀
の
役
目
を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
橋
の

た
も
と
に
は
番
所
が
あ
っ
て
通
行
人
を
監
視
し

て
い
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
と
い
う
新
時
代
に
な
っ
て

方
々
に
橋
が
架
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二

十
三
年
五
月
ド
イ
ツ
人
技
師
の
設
計
に
よ
り
石

を
積
み
上
げ
て
洋
式
の
三
円
ア
ー
チ
式
設
計
に

よ
る
橋
が
で
き
た
。
そ
の
橋
が
水
に
投
影
し
て

眼
鏡
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
め
が
ね
橋
と
よ
ば

れ
た
。
底
ま
で
円
が
続
い
て
い
る
め
ず
ら
し
い

も
の
で
当
時
は
酒
田
の
名
所
の
ひ
と
つ
で
も
あ

っ
た
。

　
余
談
に
な
る
が
、
こ
の
新
井
田
橋
も
初
代
山

形
県
令
三
島
通
庸
が
関
わ
っ
て
い
る
。
酒
田
県

令
時
代
は
目
立
っ
た
土
木
事
業
は
行
わ
れ
て
い

な
い
が
、
明
治
九
年
第
三
次
山
形
県
（
統
一
山

形
県
）
初
代
県
令
に
着
任
し
て
か
ら
、「
土
木

県
令
」
た
る
政
策
が
実
施
さ
れ
る
。
三
島
県
令

の
行
っ
た
県
内
の
主
要
道
路
の
改
良
事
業
で
は
、

架
橋
に
石
造
ア
ー
チ
橋
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　
三
島
が
か
か
わ
っ
た
庄
内
の
主
な
建
築
物
・

道
路
は
以
下
の
通
り
。
清
川
新
道
、
旧
両
羽
橋
、

新
井
田
橋
（
め
が
ね
橋
）、
琢
成
学
校
、
朝
暢
学

校
、
飽
海
郡
役
所
等
々
。

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
時
代
に
県
の
重
要
事
業

と
し
て
架
設
さ
れ
た
新
井
田
橋
も
、
昭
和
三
十

年
現
在
の
セ
メ
ン
ト
の
橋
が
で
き
て
、
六
十
五

年
間
親
し
ま
れ
て
き
た
め
が
ね
橋
は
姿
を
消
し

て
し
ま
っ
た
。

　
東
高
校
の
側
に
あ
る
神
社
近
く
に
、
橋
の
一

部
で
あ
っ
た
木
材
と
石
材
が
今
で
も
残
さ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
渡
邉
）

　
大
工
町
工
兵
隊

　
戦
い
く
さ
は
武
士
の
す
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
が
、
戊
辰
戦
争
で
は
酒
田
町
民
も
出
陣
し
て

い
る
。

　
庄
内
軍
は
慶
応
四
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
列
藩
同
盟
を
破
り
薩
長
連
合
の
新
政
府
軍

側
に
つ
い
た
隣
藩
に
対
し
、
激
し
い
攻
撃
を
加

え
た
。
新
庄
、
本
荘
、
横
手
を
落
と
し
、
雄
物

川
を
渡
っ
て
秋
田
城
下
に
迫
っ
た
。
こ
れ
に
は

本
間
家
の
金
策
に
よ
る
新
式
鉄
砲
の
大
量
輸
入

と
武
士
た
ち
と
と
も
に
従
軍
し
た
農
兵
や
町
兵

の
勇
敢
な
活
躍
が
あ
っ
た
。

　
庄
内
戊
辰
戦
争
付
録
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の

酒
田
町
兵
は
三
百
八
十
六
名
で
あ
る
。
酒
田
町

兵
は
一
番
隊
か
ら
六
番
隊
ま
で
が
銃
兵
、
七
番

隊
が
工
兵
（
施
設
部
隊
）
で
あ
る
。

　
四
番
隊
は
四
十
七
名
中
四
十
四
名
ま
で
が
鍛

冶
町
出
身
で
あ
り
、
七
番
隊
は
五
十
名
中
三
十

九
名
が
大
工
町
出
身
、
世
話
役
本
間
惣
治
（
大

工
頭
）
で
あ
る
。

　
し
か
し
、

秋
田
椿
台
や

越
後
口
関
川

の
戦
い
で
は

新
式
の
鉄
砲

を
有
す
る

肥
前
、
薩
摩
、
長
州
諸
藩
の
参
戦
に
よ
り
庄
内

藩
も
苦
戦
に
陥
り
、
死
傷
者
五
十
二
名
を
出
す
。

南
千
日
町
の
瑞
相
寺
境
内
に
は
、
戦
死
者
の
霊

を
弔
っ
た
大
工
町
工
兵
隊
の
墓
が
あ
る
。（

小
山
）

　
ま
ぼ
ろ
し

　
歴
史
に
イ
フ
は
な
い
と
い
う
が
、
も
し
統
一

さ
れ
た
酒
田
県
が
存
在
し
、
今
も
県
庁
が
酒
田

に
お
か
れ
て
い
た
ら
、
酒
田
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
少
し
、
妄
想
に
ふ
け

っ
て
み
た
。

　
ま
ず
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
格
段
に
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
現
在
の
山
形
市
を
イ
メ
ー
ジ

す
れ
ば
良
い
。
今
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
道
路

網
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
は
す
で
に
解
消
さ
れ
て

い
て
、
新
潟
か
ら
秋
田
ま
で
高
速
道
路
で
結
ば

れ
、
ま
た
、
仙
台
ま
で
の
酒・
・
・
田
道
も
完
全
な
形

で
開
通
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
羽
越
新
幹
線

も
と
っ
く
に
開
通
し
て
い
て
、
新
潟
を
経
由
し

て
、
東
京
ま
で
所
要
時
間
三
時
間
台
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
港
を
擁
す
る
酒
田
は
交
通
イ
ン
フ
ラ

網
の
整
備
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ
り
、
人
口
三

十
万
人
を
擁
し
て
、
秋
田
や
富
山
に
匹
敵
す
る

文
化
・
経
済
都
市
に
な
っ
て
い
る
。
む
ち
ろ
ん

鶴
岡
も
一
体
と
な
り
飛
躍
し
て
い
る
。
酒
田
県

は
新
潟
、
秋
田
両
県
と
連
携
し
、
日
本
海
側
経

済
圏
の
仲
間
と
な
り
、
共
に
発
展
を
遂
げ
て
い

る
等
々
。

　
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
県
庁
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

戊
辰
戦
争
以
来
百
五
十
年
余
の
歳
月
が
流
れ
、

す
べ
て
ま
ぼ
ろ
し
に
帰
し
た
。
　
　
　（
佐
藤
）

亀ケ崎城土塁跡

ワッパ
資料　酒田市資料館

森藤右衛門（注1）

新井田橋（めがね橋）（注2）

森藤右衛門墓所

新井田橋（同位置から撮影）

大江町工兵隊墓

森藤右衛門顕彰碑

（
注
2
）
光
丘
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所
収

（
注
1
）
光
丘
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所
収
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人
生
百
年
と
言
わ

れ
て
久
し
い
。
巷
で

は
健
康
法
と
称
し
て
、

様
々
な
サ
プ
リ
メ
ン

ト
・
運
動
器
具
の
宣
伝
が
賑
わ
し
い
。
御

多
分
に
洩
れ
ず
私
も
色
々
試
し
て
み
た
も

の
の
、
ど
れ
も
三
日
坊
主
、
殆
ど
が
ゴ
ミ

と
化
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
定
年
後
出
会
い
、
唯
一
続

け
て
い
る
の
が
テ
レ
ビ
体
操
で
す
。
現
役

時
代
も
朝
礼
前
に
体
操
を
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
義
務
的
で
効
果
の
程
は
二
の
次
で

し
た
Z
そ
れ
が
一
変
、
毎
朝
六
時
二
十
五

分
に
な
る
と
何
を
お
い
て
も
Ｅ
テ
レ
ビ
を

つ
け
、
十
分
間
の
体
操
を
す
る
事
八
年
。

正
確
に
や
ろ
う
と
す
る
と
相
当
の
運
動
量

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
又
、
そ
の
日
の
体
調
、

左
右
の
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
違
い
な
ど
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　
身
体
と
対
話
し

つ
つ
、
身
近
で
は

夫
を
巻
き
込
ん
で
、

一
・
二
・
三
と
力

を
込
め
て
！
丑
年

だ
け
に
〝
モ
ウ
〟

進
中
で
す
。

　
私
は
車
の
運
転
が

好
き
で
毎
年
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
に
行
き
ま
す
。

四
年
前
は
北
陸
方
面

を
楽
し
く
旅
行
し
、
最
終
的
に
は
島
根
県

の
出
雲
大
社
ま
で
足
を
延
ば
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
高
齢
者
が
関
係
す
る

交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え
ま
せ
ん
。

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
や

高
速
道
路
の
逆
走
等
々
。

　
自
分
自
身
、
運
転
を
し
て
い
て
若
い
頃

よ
り
体
力
の
衰
え
、
注
意
力
や
集
中
力
の

低
下
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
私
だ
け
で
な
く
、
シ
ル
バ
ー
会
員
で
あ

る
仲
間
の
皆
さ
ん
も
実
感
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
こ
れ
を
他ひ

と

ご

と

人
事
と
思
わ
ず
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し

て
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
に
心
掛
け
、
事
故

防
止
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
家
族
旅
行
と
好
き
な
ド
ラ
イ

ブ
旅
行
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

北
俣

阿
部
　
節
子

業
務
係
長
　
五
十
嵐
千
恵

下
安
町
　
土
田
　
安
弥

私
の
健
康

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
思
う

随感

発生日時 発　生　状　況 原　因　・　対　策

令和２年
10月28日
80歳男性

市民作品展の会場準備作業中、折りたたみ式の長机の脚を
立てている時足が滑り転倒し、腰椎を圧迫骨折した。

・・スリッパ履きで作業した。
・・業務に合った履物で作業する。

令和２年
12月４日
69歳女性

酒粕の入った２段重ねの箱を２人で押して移動している時、
上段の箱がズレ、下の箱の縁に左手首が当たり、骨折した。

・・声掛けが足りなかった。
・・就業先と相談し、業務内容を見直す。

令和２年度　事故報告
傷害事故・賠責	 令和２年12月10日現在

理 事 会 報 告

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
首

都
圏
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ

れ
、
年
末
に
は
酒
田
で
も
医
療
機
関

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、

全
く
気
の
抜
け
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
ま
た
お
客
様
に
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
会
員
の
皆

様
に
は
今
ま
で
以
上
に
、
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
、
手
洗
い
や
消
毒
の
徹
底
、

「
三
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）」

の
回
避
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

就
業
中
の
骨
折
事
故
が
二
件
発
生
し

・
身
体
活
動

　
自
宅
で
で
き
る
運
動
で
身
体
を
鍛
え
ま

し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
体
操
、
足
腰
の
筋
肉
を

鍛
え
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
も
効
果
的
で
す
。
座

っ
て
い
る
時
間
を
減
ら
し
、
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら
足
踏
み
や
つ
ま
先
立
ち
な
ど
で
、

こ
ま
め
に
体
を
動
か
す
だ
け
で
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

・
栄　

養

　
こ
ん
な
時
こ
そ
三
食
し
っ
か
り
食
べ
ま

し
ょ
う
。
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
や
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
の
ほ
か
、
免
疫
力
維
持
の
た
め
に

納
豆
な
ど
の
発
酵
食
品
、
に
ん
に
く
や
シ

ョ
ウ
ガ
、
野
菜
や
果
物
を
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
食
だ
け
で
な
く
「
口
」
も

重
要
で
す
。
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る
と

と
も
に
、
口
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
歯
磨

き
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
社
会
参
加

　
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
家
族
や
友

人
と
の
支
え
合
い
が
大
切
で
す
。
近
く
に

い
る
者
同
士
や
、
電
話
な
ど
で
交
流
し
孤

立
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
三
つ
の
予
防

①
三
密
を
避
け
、
感
染
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
②
生
活
不
活
発
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
こ
と
③
人
と
の
つ
な
が
り
、

社
会
性
を
保
つ
こ
と
。

安
全
就
業
だ
よ
り

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

フ
レ
イ
ル
予
防

■令和２年度　第５回理事会
（令和２年10月29日開催）

報告事項

第13号議案　事務費規程の一部改正について
原案どおり可決承認されました。

協議事項

・・新入会員について
　新入会員26名の報告がされました。
・・事業実施状況報告について
　令和２年４月～９月の事業実施と事業進捗状況
　が報告されました。

・・定款第22条に基づく、理事長・副理事長の職務
　執行状況の報告について
・・事故報告について
・・各委員会の報告について
・・その他

て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
も
、
転
倒
・
転
落
事

故
は
多
発
し
て
お
り
、
今
年
は
雪
も
多
い
こ
と

か
ら
、
就
業
中
や
就
業
先
へ
の
行
き
帰
り
の
移

動
時
は
、

・
歩
幅
を
小
さ
く
、

　
　
　
ゆ
っ
く
り
歩
く

・
つ
ま
先
と
か
か
と
を

　
同
時
に
地
面
に
つ
け
て
歩
く

・
履
物
は
靴
底
が
滑
り
に
く
い
物
を
選
ぶ

等
、
十
分
注
意
し
、
転
倒
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１．日時１．日時　令和３年４月14日㈬　令和３年４月14日㈬
　　　　　午後１時30分〜午後２時30分　　　　　午後１時30分〜午後２時30分
２．場所２．場所　当センター　多目的ホール　当センター　多目的ホール
３．内容３．内容　花粉交配について（初心者向け）　花粉交配について（初心者向け）
４．講師４．講師　刈屋梨出荷組合組合長　刈屋梨出荷組合組合長
５．申込５．申込　当センター事務局　当センター事務局
　　　　　22-3344　　　　　22-3344

１．日時１．日時　令和３年３月12日㈮　令和３年３月12日㈮
　　　　　午後１時30分〜午後２時30分　　　　　午後１時30分〜午後２時30分
２．場所２．場所　当センター　多目的ホール　当センター　多目的ホール
３．内容３．内容　酒田市の空き家問題について　酒田市の空き家問題について
　　　　　　　　　　住まいの環境整理から地域での見守りについて住まいの環境整理から地域での見守りについて
４．講師４．講師　住環境支援サービス庄内　住環境支援サービス庄内
　　　　　代表　齋藤　儀久 氏　　　　　代表　齋藤　儀久 氏
５．申込５．申込　当センター事務局　22-3344　当センター事務局　22-3344

事

務

局

通

信

齋
藤
　
　
勇
さ
ん（
七
十
七
歳
）２
年
12
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
　
報

刈屋梨花粉交配講習会刈屋梨花粉交配講習会空き家管理講習会空き家管理講習会

食
べ
過
ぎ
は
万
病
の
元
！

　
立
春
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
最
近
体
重
が

増
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
冬
の
間
体
を
動
か

さ
な
い
で
食
べ
て
ば
か
り
い
た
人
は
要
注

意
で
す
。
加
齢
に
伴
っ
て
「
基
礎
代
謝
」

が
落
ち
て
行
く
の
で
、
若
い
頃
の
よ
う
に

食
べ
て
い
る
と
太
っ
た
り
、
胃
も
た
れ
が

起
き
ま
す
。

・
舌
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　
鏡
で
舌
を
見
て
下
さ
い
。
舌ぜ
っ
た
い苔
（
舌
の

表
面
に
付
く
白
い
汚
れ
）
が
少
な
く
、
全

体
が
ピ
ン
ク
色
な
ら
正
常
。
白
っ
ぽ
く
、

舌
苔
に
厚
み
が
あ
る
場
合
、
胃
の
機
能
低

下
で
す
。
黄
色
い
時
も
胃
腸
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

講習会のご案内講習会のご案内

　　第99号 令和３年２月15日シ ル バ ー 酒 田 第99号　　令和３年２月15日 シ ル バ ー 酒 田 ⑹⑺



今年は大雪！今年は大雪！

　
こ
の
一
年
、
自
分
自
身
、
年
々
年
を
重

ね
る
の
に
遠
方
に
住
む
子
や
孫
と
も
会
え

な
い
。
当
節
の
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
で
話
を

し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
何
か
寂

し
く
元
気
の
素
を
奪
わ
れ
た
よ
う
に
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。

　
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
失
わ
れ
た
も
の
が
大
き
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
一

見
む
だ
に
見
え
る
余
白
、
合
間
や
雑
談
、

団
欒
な
ど
の
時
が
生
活
か
ら
追
い
出
さ
れ

が
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
複
数

の
人
が
と
も
に
近
く
に
い
る
よ
う
な
場
は
、

三
密
の
名
の
も
と
に
一
括
り
に
さ
れ
て
忌

避
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
む
だ
に
見
え
る
よ
う
な
時
間
や
場
の

中
で
お
互
い
が
共
に
い
る
こ
と
を
感
じ
合

う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
人
間
同
士
が
共

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
ぬ
く
も
り

や
う
る
お
い
を
確
認
し
、
醸
し
出
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
経
験
が
共
感
や
思
い
や
り

や
支
え
合
い
の
も
と
に
も
な
る
。

　
互
い
に
か
か
わ
り
合
っ
て
生
き
て
行
く

人
間
と
い
う
も
の
の
基
礎
に
は
「
そ
こ
に

と
も
に
い
る
」
と
い
う
経
験
が
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
を
通
し
て
私
た
ち
は
そ
の
経
験
の

意
義
を
見
失
い
か
ね
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

見
失
わ
れ
が
ち
な
も
の
の

意
義
を
再
確
認
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
「
そ
こ
に
と

も
に
い
る
」
経
験
を
大
事

に
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
も
の
を
思
う

　
今
号
の
テ
ー
マ
「
断
捨
離
」
は
、
多
く

の
人
の
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
事
は
容

易
に
想
像
出
来
ま
す
が
、
私
の
経
験
か
ら

言
う
と
そ
れ
は
と
て
も
簡
単
、
引
越
し
を

す
る
事
で
す
。
実
際
私
自
身
三
度
の
引
越

し
で
大
変
ス
リ
ム
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、
実
は
未
だ
に
捨
て

き
れ
ず
抽
斗
に
仕
舞
い
込
ん
で
い
る
も
の

を
最
近
見
付
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
宇
宙
飛

行
士
の
向
井
千
秋
さ
ん
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
、
松
原
智
恵
子
夫
妻
が
新
婚
旅
行
途
次
、

ド
イ
ツ
の
我
が
家
に
寄
っ
た
時
の
家
族
写

真
、
三
十
年
後
に
偶
然
プ
ラ
ハ
の
オ
ペ
ラ

座
で
再
開
し
た
時
の
ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写

真
、
サ
ッ
カ
ー
の
本
田
圭
佑
と
の
フ
ォ
ー

シ
ョ
ッ
ト
写
真
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
知

人
宅
に
学
生
時
代
の
雅
子
皇
后
様
が
遊
び

に
い
ら
し
た
時
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
々
。

　
新
聞
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の

司
法
試
験
に
日
本
人
女
性
一
号
で
合
格
し

た
娘
が
日
本
の
法
務
省
で
四
か
月
間
研
修

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
時
、
全
国
紙
三
社
の

「
人
」
欄
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
の
切
り

抜
き
で
す
。

　
ど
う
し
て
も
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
れ

ら
を
処
分
す
る
の
は
、
結
局
娘
た
ち
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
三
丁
目
）

　
編
集
後
記

写真写真でで見見るる
事務所屋上防水修繕工事 10/27事務所屋上防水修繕工事 10/27 平田地区地域懇談会 11/26平田地区地域懇談会 11/26

職場体験 11/20職場体験 11/20

派遣従事者教育訓練講習 1/16派遣従事者教育訓練講習 1/16

安全、衛生合同委員会 12/11安全、衛生合同委員会 12/11 個人宅除雪作業 1/6個人宅除雪作業 1/6

女性限定講演会・入会説明会 1/23女性限定講演会・入会説明会 1/23

2020＋α2020＋α
みんながんばった!!みんながんばった!!
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第99号　　令和３年２月15日 シ ル バ ー 酒 田 ⑻


